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   A new agent for topical genitourinary tract anaesthesia, Epirocain Dyclonine, is re-
ported are being an improved drug for this purpose, both as to margin of safety in use 
and clinical effectiveness. 
   Thirty one cases are reported in clinical study using jelly and solution of Epirocain 
Dyclonine. Exellent results (or no pain) were found in 19 of 24 cases (78 per cent) with 
the Epirocain Dyclonine Jelly, and in 5 of 7 cases (70 per cent) using the solution of this 
drug. We were noted no instances of side effects or reactions of any kind. 
   The above mentioned findings suggested that Epirocain Dyclonine is one of the best 














うことは我 々泌尿器科医 の理想 とす る 所 で あ
る.
著者等 の所属す る教 室に於 ては,古 くより仙
骨麻 酔を行つ てお り.比 較的 簡便 であるにも拘
らず充 分な麻酔効果 を得ている.近 年表面麻 酔
剤 の進歩 によつて仙骨麻 酔 より更に簡単 な尿道
麻酔 のみ によつて も殆 んど苦痛 な しに行 い得 る
症例が増加 した事 は喜 ば しいことであるが,常
に満足すべ き成績 を得 るこ とが 出来 るとは云 い
難 く,患 者 の年令,性 別,実 施す る操作 の種類
などを考慮に 入れ て行 わねば ならぬのが現状 で
ある.エ ピロカイン液 及びエピ ロカイン ゼ リ
ーに よる仙骨麻酔 及び尿道麻酔 の効果について
は,既 に教室 の後藤助教授 などによつて発表 せ
58 稲 田 ・た森 ・沢西 ・久II上一 表而 麻酔 剤EpirocainDyclonineによ る尿 道麻 酔 に つ い て
ら れ て い る が,こ れ に 最 近 工 一 ザ イ 株 式 会 社 で
合 成 さ れ た 新 局 所 麻 酔 剤Dycloninehydroc-
hlorideを加 え た 新 表 面 麻 酔 剤Epirocain
Dyclonine液及 び ゼ リー の 提 供 を う け,そ の
使 用 成 績 を 得 た の で 報 告 す る.
使 用 薬 剤











使 用 方 法
男子 に 於 ては 外 尿道 口附近 を逆 性 石鹸 綿 に て 清拭 し
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ゼ リー剤使用例中2例,水 剤使用例中1例,合 計3例
(37.5%),不快感ありとしたものが各1例,計2例
(25%)・無痛であつたものがゼ リー剤使用例中3例




























の分離 に成功 して以来,多 数 の麻 酔剤が現 われ
たが,1905年Einhornにより合 成 さ れ た
Procainは毒性が少 く,習 慣性 がない上,他
にも種々の利点 を有 してい るので広 く世 に用い
られ,我 々の教室に於 て も数年前迄は,こ れを
用いて尿道麻酔法 を行 つて来 た.し か し表面麻
酔力が弱 く,効 果発現 が遅 く,麻 酔持続時 間が
短いなどの欠点の他に,時 として副作 用をみ る
ことが あるので,尿 道麻酔は仙骨麻酔 の補助的
な方法 に過 ぎない とさえ考 えていた.1934年に
合成 されたLidocaineが数 年前 よりXyloca-
ine液及びXylocaineJellyとして我が国で も
用いられ る様 になつた.そ の優れ た効果か ら我
々の所で も症例 の状況,操 作 の種類 を考慮に入
れて,次 第 に広 く用い られ る様 にな り つ つ あ
る.今 回使用 した薬剤 はす でに教室 の後藤助教
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授 な どによつて も紹介 され たEpirocainに新
局所麻酔剤Dyclonineを加 えて作 られた もの
であ り,前 述 の如 くLidocaine製剤ac勝ると
も劣 らぬ効果 を示 した と考えてい る.
Epirocaineに就 いてはLidocaineに類似 の
もの として,す でに衆知 のことと思われ るので
省略 し,Dycloninehydroohlorideに就 て簡
単 にのべ るならば,全 身的に毒性は低 く人間や
実験動物で比較的大量 に経 口,静 注投 与を して
も呼吸,血 圧,脈 博 には殆 んど影響 を 現 わ さ
ず,抗 菌 作用 を有 し,皮 膚叉は粘膜 に局所的 に
用いた場合作用の発現 は急速で あり,か つ麻酔
効果 の強度 と持続 はプ ロカイン型の化合物 に匹
敵す る.本 剤に よる感作や過敏症 は現 在迄報告
は無い しか し使 用部位 に於け る刺戟感が唯一
の副作用で あるとされ てお り,叉 本剤は表面麻
酔 に限定 して使 用され るべ きで あると報ぜ られ
てい る.
尿道麻 酔に際 して麻 酔剤 が適 当な粘稠度 を保
有 してい ることが望 ましい ことは,Corkus,落
合な ど多数 の人々によつて述べ られ てお り,今
回 の使用経験 でも水剤 よりゼ リー剤 の方が若干
優れていた.薬 剤 の粘膜への粘着度,薬 剤の注
入 によつて尿道粘膜を充分拡張,伸 展す る必要
が あること,特 に後部 尿道 への接触の問題 な ど
か ら説明 され てお り,最 近 ではMethylcell-
uloseを用い て粘調性 を与えている.本 剤の粘
調度は適 当であつて,取 扱 い及び注入が容易で
あ り,親 水性が比 較的強 くて膀胱内に沈澱 した
り,内 視鏡の レンズに附着 して観察の障碍 とな
ることがなかつた.こ の点先 に 市 販 さ れ た
Lidocaine製剤 よりよい と思われ る.
尿道 内への注入量は普通10～20ccを用い る
人が多い様である.多 量 用い る程確実 に麻酔 さ
れ る訳で あるが,先 に述べた如 く,男 子 の前部
尿道は10cc未満 で充満 され るので,10～15cc
を注 入した後,前 部尿道 を軽 く膀胱側へ圧す る
と,充 分後部尿道 に達 す る訳 で,10cc程 度 の
注入量 で も,充 分目的を達 す る事が 出来 ると老
える.尿 管カテーテル挿 入時の疹痛 乃至不快感
は大量 の麻酔剤 を用 いて膀胱粘膜 の麻酔 を行 つ
て も全 くは解 消 し得 ない症 例が多い 膀胱粘膜
62 稲 田 ・大森 ・沢 西 ・久illJ-.表而麻 酔 剤EpirocainDyclonineによる尿 道麻 酔 に つ い て
麻酔 の下に於 て経尿道的手術 を行 い無痛 であつ
た とす る報 告 も散見す るが,矢 張 りこれはfl1【骨
麻酔下 に於 て行 うべ きものであろ うと考 える.
上述の如 く本剤殊にゼ リー剤 による尿道麻酔
は優秀 な効 果をあげ得たわけで あるが,適 応 は
20～30分程度で終 了す る簡単な操作 に限 り,且
つ年少者及 び疹痛に対 して敏感 な男子,或 は尿
道及び膀胱 に高度の炎症性変化のあ る症例 に於




今回は特別 の検討 を加えなかつ た.
結 語
1)EpirocainDyclonine製剤2種 を31例の
患者に試用 したが,成 績は 大体満足すべ きもの
であり,尿 道麻酔剤 としては優れた も の で あ
る.
2)溶液 よりもゼ リー剤の方が優れてお り,そ
の粘調度は取扱 い上適 当で あり,叉 内視鏡 倹査
の支障 とな ることもなかつ た,
3)表面麻酔 剤に よつ て行 い得 る経尿道的操作
には限界があ り,患 者側 の条件及び操作の種類





1)後藤 ・他:泌 尿 紀 要,4:166,昭33,
2)落合 ・他:手 術,6:135,昭27.
3)志 田:泌 尿 器 科 学 的 内視 鏡 的操 作 時 に 於 け る
表 面 麻酔 剤,特 にE-220-001,E-220-002に
つ い て(エ ーザ イKK提 供 文 献)
4)表 面麻 酔 剤,EpirocainDyclonineにっ
い て(エ ーザ イ株 式 会 社 提供 文 献)
